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春の陽ざしを感じる、今日の良き日に、さまざまな状況の中、京都府立京都すばる高等学校入学

式を挙行できますことは、この上ない喜びでございます。 

 

只今、京都すばる高校に入学を許可されました 297名の入学生のみなさん、入学おめでとうござ

います。みなさんは、新しい学校生活への期待と少しの不安を胸に本日を迎えられたことと思いま

す。一日も早く新しい環境に慣れ、楽しく充実した高校生活を送ってくれることを願っています。 

 本校は昭和 60年に京都府立商業高等学校として開校され、平成 15年に京都すばる高等学校に校

名を変更いたしました。昨年度より「起業創造科」「企画科」「情報科学科」の三つの学科に改編を

行いました。 

各学科においては、地域、産業界、大学などと連携し、よりよい社会の構築に向け、課題を発見

し解決できる人材や、新しい時代の変化に柔軟に対応ができる、経営感覚に優れた人材を育成して

いこうと考えております。 

「明朗」「寛容」「忍耐」という校是のもと、質実清楚な校風が受け継がれ、これまで多くの卒業

生が社会の中で活躍をしています。 

みなさんも本日から京都すばる高校の生徒として第一歩を踏み出します。１人１人が京都すばる

高校生としての誇りと自覚を忘れず、勉学や部活動に励んでくれることを期待しています。 

さて、高校生活の３年間で、入学生の皆さんに、次の３つ力をつけてほしいと考えています。 

 

まず１つ目は、この京都すばる高校が大切にしてきた「あたりまえのことを、徹底して実践する」

という姿勢です。 

具体的には、「時間を守り、迅速に行動する」「場面に応じた心のこもった挨拶がしっかりとでき

る」「掃除を隅々までしっかりやりきる」などが徹底して行われています。 

昨年度より、それに加えて「相手の立場に立って考え、行動ができること、相手を思いやること」

をあたりまえのこととして実践しています。「相手の立場に立って考え、行動ができること、相手

を思いやること」を、あらゆる場面で「あたりまえのこととして」実践してください。 

 

２つ目です。これは、「自主的・主体的に取り組む力」をつけてほしいということです。 

みなさんは、これまでの生活の中で、「あれをしなければならない」「これをしなければならない」

と考えて行動してしまったことはないでしょうか？「～しなければならない」これを英語で言えば

「MUST」ということになります。この「MUST の世界で生きる」のは、少しつらいことでもありま

す。 

一方、それとは反対に、「あれがしたい」「これをこのようにしたい」「もっとやりたい」こんな

毎日であれば、とても幸せだと思います。「～したい」は英語で「WANT」です。「毎日が、やりたい

こと、ワクワクすること」「WANT」でいっぱいであれば、本当に幸せです。 

「人生をより良くいきる」ためには、「この～しなければならない MUSTの世界」を、いかに「～し

たい WANTの世界」に変えいくかが重要となります。 

みなさんは、この京都すばる高校で、さまざまな活動を通し、ぜひ「MUST の世界」を「WANT の

世界」変えていく力をつけてください。 

 



３つめは、「ストレスに負けない心の強さ」を本校で育ててほしいと考えています。 

最も重要なものが「周囲との良好なコミュニケーションの構築」です。周囲とのつながりは、暖

かい心理的な支えとともに困ったときに具体的な解決方法を獲得できる機会を多く提供してくれ

ます。 

 「心の強さ」は、「相互につながりあう集団の強さ」がベースにあって育つものです。 

 具体的には、そのことは、単に、仲良くすることではなく、厳しい訓練を共に支えあい、励まし

あって乗り越えていく中で育まれます。そして、集団の一員としての役割を果たし、認められ、所

属することによって得られる安心感が重要となります。 

信頼できる仲間とのつながりは、大きなストレスに立ち向かう時の大切な心の支えとなります。 

 本校では、保健体育の授業、清掃活動や専門学科の授業など様々な場面でこのことを意識した取

り組みがなされています。みなさんがお互いに、楽しいだけではなく、厳しい教育活動にも、相互

につながりあい、認め合う関係をしっかりと作り、乗り越えていってください。そして、不透明な

今後の未来に、ひるむことなく立ち向かえる「強い心」と「強い身体」を本校で育ててほしいと願

っています。 

 

最後になりましたが、私ども 教職員は、全力で、お子さまの高校生活を支援してまいります。 

なにより大切なことは、学校と家庭が、それぞれの役割を果たしながら、しっかりと連携をして

いくことだと考えております。本校の教育活動の推進に、一層のご理解と、ご協力をよろしくお願

い申し上げます。 

結びにあたり、入学生の皆さんが、健康で満足できる高校生活を 送れることを願い、式辞とい

たします。 
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